
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

( 1 ) 実 施 に 向 け た 調 査 ・ 検 討 事 項  

１ ） 施 設 名 称 ： 着 床 式 洋 上 風 車 （ モ ノ パ イ ル 基 礎 形 式 ） 

2 ) デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 方 策  

方 策 は 、 バ ー チ ャ ル セ ン サ ( V S ) に よ る モ ノ パ イ

ル 基 礎 ( M P ) の 疲 労 評 価 で あ る 。 V S は 、 実 際 の セ ン

サ （ R S ） で 直 接 計 測 す る こ と が 困 難 な 状 態 量 を 、 機

械 学 習 や 数 値 解 析 で 推 定 す る 仮 想 セ ン サ で あ る 。  

M P は 地 中 に 埋 設 す る た め 、 M P に 取 り 付 け た ひ ず み

計 は 数 年 で 故 障 し 、 取 り 換 え が で き な い 問 題 が あ る 。

そ こ で 、 R S で タ ワ ー の ひ ず み を 計 測 し 、 そ の 結 果 を

元 に V S で M P の ひ ず み を 推 定 し 、 疲 労 評 価 を 行 う

こ と で 、 M P の 長 期 安 全 性 を 確 保 す る 。  

3 ) 実 施 に 向 け た 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と 内 容  

① R S に よ る 計 測 内 容 の 検 討 ： 計 測 器 の 種 類 、 設 置 す

る 標 高 、 収 録 間 隔 、 計 測 感 度 等 を 検 討 す る 。  

② V S に よ る 状 態 量 推 定 方 法 の 調 査 ： 機 械 学 習 や 数 値

解 析 の 計 算 精 度 や 計 算 時 間 等 の 特 徴 を 調 査 す る 。  

③ V S の 妥 当 性 検 討 ： R S と V S で 求 め た ひ ず み の 最

大 値 や 標 準 偏 差 等 の 統 計 値 を 比 較 し 、 統 計 値 の 相 対 誤

差 か ら 妥 当 性 を 検 討 す る 。 次 に 、 時 系 列 の 相 互 相 関 係

数 を 求 め 、 時 系 列 の 一 致 度 合 い か ら 妥 当 性 を 検 討 す る 。

( 2 ) 方 策 を 進 め る 業 務 手 順  

1 ) R S に よ る 計 測 方 法 の 決 定  

① 計 測 器 の 選 定 ： ( 1 ) 3 ) ② の 特 徴 と 価 格 を 調 査 し 、

計 測 器 を 選 定 す る 。  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

② 位 置 の 決 定 ： タ ワ ー の 構 造 と 振 動 の モ ー ド 形 状 を 踏

ま え 、 計 測 器 の 設 置 位 置 を 決 定 す る 。  

③ 仕 様 の 決 定 ： 風 車 や 外 力 の 振 動 数 を 踏 ま え 、 収 録 間

隔 や 計 測 感 度 を 決 定 す る 。  

上 記 の 留 意 点 は 、 タ ワ ー は 日 照 に よ り 東 西 南 北 で 温

度 差 が 生 じ 、 そ れ が 計 測 ひ ず み に 影 響 す る こ と で あ る 。  

2 ) V S に よ る 状 態 量 推 定 方 法 の 決 定  

( 1 ) 3 ) ② に 示 す 調 査 を 基 に 、 V S に よ る 状 態 量 推

定 方 法 を 決 定 す る 。 数 値 解 析 は 、 い く つ も の 仮 定 を 設

け て 偏 微 分 方 程 式 を 用 い て 計 算 す る 。 計 算 に あ た っ て

は 、 仮 定 の 適 用 範 囲 に 留 意 す る 。 ま た 、 方 法 の 決 定 に

当 た り 、 あ ら か じ め 論 文 等 か ら 先 行 事 例 を 調 査 し 、 こ

れ ら の 知 見 を 踏 ま え 効 率 的 に 決 定 で き る よ う 工 夫 す る 。  

3 ) V S の 妥 当 性 評 価  

( 1 ) 3 ) ③ に 示 す 検 討 に 基 づ き 、 妥 当 性 を 総 合 的 に

評 価 す る 。 工 夫 点 は 、 R S の 計 測 値 は ノ イ ズ を 含 む た

め 、 フ ィ ル タ 処 理 に よ り ノ イ ズ を 除 去 す る こ と で あ る 。  

( 3 ) 関 係 者 と の 調 整 方 策  

1 ) 社 内 の 技 術 者 ： 社 内 合 意 を 円 滑 化 す る た め 、 図 化

ツ ー ル を 用 い て 安 全 性 を 容 易 に 判 断 で き る よ う 、 疲 労

の 評 価 結 果 （ 累 積 疲 労 損 傷 度 の 分 布 ） を 可 視 化 す る 。  

2 ) 計 測 器 メ ー カ ー ： 計 測 器 選 定 の 手 戻 り を 防 止 す る

た め 、 要 求 性 能 を 明 記 し た 発 注 仕 様 書 を 用 い て 、 計 測

器 メ ー カ ー と 協 議 を 行 う 。 ま た 、 協 議 毎 に 発 注 仕 様 書

の リ ビ ジ ョ ン 管 理 を 行 う 。           以 上  


